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保
証
人
ま
た
は
物
上
保
証
人
と
そ
の
荷
資
格
を
兼
ね
る
者
と
の
聞
に
お

け
る
弁
済
に
よ
る
代
位
の
割
合
||

両
資
格
を
兼
ね
る
者
も
一
人
と
し

て
全
員
の
頭
数
に
応
じ
た
平
等
の
割
合
と
す
る

民
法
五

O
一
条

昭
和
六
一
年
一
一
月
二
七
日
第
一
小
法
廷
判
決
(
昭
和
五
七
年
同
七
四
九

号
、
株
式
会
社
静
岡
メ
イ
カ
ン
対
大
村
あ
き
、
配
当
異
議
事
件
)
民
集

四
O
巻
七
号
一
二

O
五
頁

〔事
実〕

債
権
者
を
G
銀
行
、
債
務
者
を

S
会
社
と
す
る
銀
行
取
引
債
務

に
つ
き
、

Y
A
B
C
が
各
々
連
帯
保
証
を
し
、
Y
A
B
D
は
各
々
自
己
所

有
不
動
産
甲
乙
丙
丁
に
根
抵
当
権
を
設
定
し
、
さ
ら
に
、

F
信
用
保
証
協

ネ高

言成

治

田

会
が
信
用
保
証
を
し
て
い
た
。
な
お
乙
へ
の
根
抵
当
権
設
定
後
、
G
は
こ

の
う
ち
丙
丁
に
対
す
る
根
抵
当
権
を
放
棄
し
て

い
る
。
債
務
者
S
は
手
形

取
引
停
止
処
分
を
受
け
、
G
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
本
件
主
債
務
に
つ
い

て
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

F
は
主
債
務
の
全
額
を
代

位
弁
済
し
た
。
さ
ら
に
、

Y
は
F
に
求
償
債
務
を
全
額
代
位
弁
済
し
た
。

他
方
、
乙
に
つ
い
て
は
、

F
が
G
に
対
し
て
代
位
弁
済
し
た
後
、

債
権
者

を
X
、
債
務
者
を

S
と
す
る
債
務
に
つ

い
て
後
順
位
抵
当
権
が
設
定
さ
れ

た
。
こ
の
不
動
産
乙
の
担
保
権
実
行
に
伴
い
作
成
さ
れ
た
配
当
表
が
表
一

①
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
X
は
Y
に
対
し
表
一
②
の
よ
う

な
配
当
表
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
、本
件
配
当
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
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判例研究

一
審
(
静
岡
地
富
士
支
部
判
昭
和
五
五

年
七
月
一
日
)
、
二
審
(
東
京
高
判
昭
和
五

七
年
三
月
三

O
日
)
に
よ
る
請
求
棄
却
判

決
を
受
け
て
、

X
は
次
の
よ
う
な
上
告
理

由
を
展
開
す
る
。
共
同
担
保
者
聞
の
負
担

割
合
を
算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
二
重
資

格
者
を
一
人
と
し
て
数
え
る
の
で
は
、
債

権
者
に
対
し
て
よ
り
重
い
負
担
を
引
き
受

X Y 

① 4，998， 115円 2，844，938円
[x -2， 844， 938円〕 (ll， 37t 758) 

② 7，245， 114円 597，939円
[x -597，939) 

(ll，37 

473，590 〕
2，530，800+473，590 

乙からの配当額〈第三者への優先弁済を除く)
=784万 3，053円(=x) 
(甲=2，530，800円、乙=473，590円として計算〉

け
た
者
は
他
の
共
同
担
保
者
に
対
し
て
も

よ
り
重
い
負
担
を
負
う
と
す
る
民
法
五

O
一

一
条
但
書
四
号
五
号
の
趣
旨
に
適
合
す
る
表

よ
う
な
説
明
を
な
し
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
重
資
格
者
を
保
証
人
た
る

一
人
と
し
て
数
え
れ
ば
、
担
保
物
の
価
格
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
し
、

ま
た
物
上
保
証
人
た
る
一
人
と
し
て
数
え
れ
ば
、
単
な
る
保
証
人
よ
り
も

二
重
資
格
者
の
方
が
負
担
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
不
合
理

で
あ
る
。
ま
た
、
弁
済
者
に
一
一
重
資
格
者
の
資
格
を
選
択
さ
せ
る
考
え
方

で
は
、
選
択
権
の
根
拠
に
疑
問
が
あ
る
し
、
弁
済
や
求
償
の
方
法
に
よ
っ

て
最
終
的
な
負
担
割
合
に
差
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
不
都
合
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
重
資
格
者
を
二
人
と
し
て
数
え
る
な
ら
ば
、
保
証
人

は
平
等
に
、
物
上
保
証
人
は
担
保
物
の
価
格
に
応
じ
て
負
担
を
負
う
と
す

る
民
法
五

O
一
条
但
書
五
号
の
趣
旨
に
適
合
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
判
決
は
二
重
資
格
者
を
保
証
人
た
る
一
人
と
し
て
数
え
る
と
判
示
し
て

い
る
。
原
判
決
に
し
た
が
え
ば
、

一
O
O万
円
の
主
債
務
に
つ
き
、
物
上

保
証
人
甲
乙
が
い
て
、
そ
の
担
保
物
の
価
格
が
各
々
八

O
O万
円
と
二

O

O
万
円
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
甲
乙
の
負
担
額
は
八

O
万
円
と

二
O
万
円
で
あ
る
が
、
甲
が
さ
ら
に
連
帯
保
証
を
し
て
二
重
資
格
者
に
な

れ
ば
、
か
え
っ
て
甲
の
負
担
額
は
五

O
万
円
に
軽
減
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
(
説
明
の
た
め
、
評
釈
者
に
よ
る
修
正
が
あ
る
)
。
こ
の
よ
う
に
原
判

決
に
は
民
法
五

O
一
条
但
書
四
号
五
号
の
解
釈
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
。

な
お
、
上
告
理
由
で
は
、
二
重
資
格
者
が
一
人
の
場
合
と
複
数
の
場
合
と
で

は
問
題
が
異
な
る
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
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〔
判
旨
〕
上
告
棄
却
。
「
二
重
の
資
格
を
も
っ
者
は
他
の
代
位
者
と
の
関
係

で
は
保
証
人
の
資
格
と
物
上
保
証
人
の
資
格
に
よ
る
負
担
を
独
立
し
て
負

う
、
す
な
わ
ち
、
二
重
の
資
格
を
も
っ
者
は
代
位
者
の
頭
数
の
う
え
で
は

二
人
で
あ
る
、
と
し
て
代
位
の
割
合
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
で
な
い
こ
と
は
、
取
引
の
通
念
に

照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
仮
に
二
重
の
資
格
を
も
っ
者
を
頭
数

の
う
え
で
あ
く
ま
で
一
人
主
扱
い
、
か
っ
、
そ
の
者
の
担
保
物
の
価
格
を

精
確
に
反
映
さ
せ
て
代
位
の
割
合
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
が



代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
で
あ
る
と
し
て
も
、
右
の
二
つ
の
要

請
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
簡
明
に
し
て
か
つ
実
効
性
あ
る
基
準
を
見
い
出

す
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
複
数
の
保
-
証
人
及
び
物
上
保
証
人

の
中
に
二
重
の
資
格
を
も
っ
者
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
代
位
の
割
合

は
、
民
法
五

O
一
条
但
書
四
号
、
五
号
の
基
本
的
な
趣
旨
・
目
的
で
あ
る

公
平
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
二
重
の
資
格
を
も
っ
者
も
一
人
と
扱
い
、
全

員
の
頭
数
に
応
じ
た
平
等
の
割
合
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
L

最高裁判所判例研究

あ
る
債
務
に
つ
い
て
共
同
担
保
者
(
保
一
証
人
・
物
上
保
証
人
・

担
保
物
の
第
三
取
得
者
)
が
お
り
、
そ
の
う
ち
の
あ
る
者
が
代
位
弁
済
す
れ

ば
、
弁
済
者
は
主
債
務
者
に
対
し
て
求
償
権
を
取
得
す
る
。
し
か
し
、
主

債
務
者
の
一
般
財
産
や
主
債
務
者
が
提
供
し
た
担
保
物
を
も
っ
て
し
て
は

そ
の
求
償
権
を
満
足
す
る
に
た
り
な
い
場
合
に
は
、
代
位
弁
済
者
は
そ
の

た
り
な
い
分
の
う
ち
他
の
共
同
担
保
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

に
求
償
し
て
負
担
の
公
平
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
法
五

O
一
条
)
。
し

か
し
、
共
同
担
保
者
の
な
か
で
も
二
重
資
格
者
(
保
証
人
と
物
上
保
証
人
と

を
兼
ね
る
者
)
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
J

こ
れ
を
一
人
と
数

え
る
か
二
人
と
数
え
る
か
が
争
わ
れ
て
い
た
。
本
判
決
は
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
判
断
を
示
し
た
初
め
て
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
そ
し
て
、後
に
述
べ

る
第
四
説
・
第
六
説
を
排
斥
し
、
負
担
割
合
の
算
定
に
際
し
て
は
、
二
重
資

〔評
釈
〕一

格
者
を
二
章
一
資
格
者
た
る
一
人
と
数
え
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
(
後
述
の

第
一
説
を
採
用
)
。

さ
て
、
本
判
決
の
事
案
の
よ
う
に
二
重
資
格
者
が
問
題
と
な
る
場
合
と

し
て
は
、
次
の
二
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
類
型
と
は
、
共
同
担
保
者

に
と
っ
て
不
利
益
な
事
情
(
他
の
保
証
人
の
無
資
力
や
他
人
の
提
供
し
た
担
保

物
の
価
値
減
少
の
よ
う
な
事
情
を
除
く
。
共
同
担
保
者
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

評
価
を
自
己
の
危
険
に
お
い
て
な
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
)
が
共
同
担
保
提
供

後
生
じ
な
か
っ
た
類
型
(
第
一
類
型
)
と
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
担
保
提

供
後
実
行
ま
で
に
生
じ
た
類
型
(
第
二
類
型
)
で
あ
る
。
第
二
類
型
で
は
、

担
保
を
提
供
し
た
時
点
で
予
測
し
た
よ
り
も
重
い
負
担
を
共
同
担
保
者
に

負
わ
ぜ
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
、
こ
の
問
題
が
共
同
担
保
者
間
の

負
担
割
合
に
関
す
る
考
察
に
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
一
類
型

で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
な
い
。

本
件
で
、
債
権
者
G
は
丙
丁
に
対
す
る
根
抵
当
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
乙
の
負
担
を
増
加
さ
せ
て
は
い
る
が
(
後
述
四
)、

X
の
後
順
位

抵
当
権
設
定
後
は

G
の
先
順
位
債
権
に
対
し
て
乙
が
実
質
的
に
負
担
す
る

額
(
債
権
額
か
ら
、
主
債
務
者
や
他
の
共
同
担
保
者
に
求
償
し
う
る
額
を
控
除
し

た
額
)
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
は
存
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
は
第

一
類
型
に
属
し
、
予
測
よ
り
も
重
い
負
担
を
負
わ
せ
て
よ

い
か
と
い
う
問

題
は
生
じ
な
い
。
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現
在
ま
で
に
み
ら
れ
る
裁
判
例
学
説
は
、
す
べ
て
第
一
類
型
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
判
決
以
前
の
裁
判
例
五
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
裁
判
例
は

い
ず
れ
も
二
重
資
格
者
を
一
人
と
し
て
数
え
る
。
ま
ず
、
福
岡
地
決
昭
和

四
六
年
九
月
七
日

(判
時
六
五
七
号
六

O
頁
)
は
、
物
上
保
証
人
間
の
負

担
割
合
決
定
に
際
し
て
二
重
資
格
者
を
保
証
人
た
る
一
人
と
し
て
数
え
る

(
そ
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
、
人
的
責
任
の
み
な
ら
ず
物
的
責
任
の
追
求

を
も
受
け
る
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
抗

告
審
で
あ
る
福
岡
高
決
昭
和
四
六
年
一

O
月
二
五
日
(
下
民
二
二
巻
九

l

一
O
号
一
一

O
O頁
)
は
、
二
重
資
格
者
を
物
上
保
証
人
た
る
一
人
と
数

え
る
。
ま
た
、
大
審
院
昭
和
九
年
一
一
月
二
四
日
判
決
(
民
集
一
三
巻
二

三
号
一
二
五
三
号
)
は
、
二
重
資
格
者
を
一
人
と
し
て
数
え
る
旨
判
示
す

る
が
、
事
案
の
性
格
上
(
二
重
資
格
者
を
含
む
物
上
保
証
人
が
複
数
い
な
い
事

案
に
お

い
て
は
、
二
重
資
格
者
を
保
証
人
と
し
て
数
え
る
か
物
上
保
証
人
と
し
て

数
え
る
か
は
わ
か
ら
な
い
)
、
右
の
ど
ち
ら
の
考
え
方
を
と
る
か
は
不
明
で

あ
る
(
東
京
高
判
昭
和
四
七
年
九
月
二
二
日
金
法
六
七
三
号
二
八
頁
、
福
岡
高
判

昭
和
五

O
年
九
月
一

O
日
判
タ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
号
一
ご
入
頁
も
同
じ
)
。

学
説
の
情
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
人
説
は
、
二
重
資
格
者
を
一
人

と
し
て
数
え
る
説
で
あ
る
。
一
人
説
は
さ
ら
に
、
二
重
資
格
者
を
保
証
人

た
る
一
人
と
し
て
数
え
る
説
(
第
一
説
。
小
川
英
明
「
代
位
弁
済
」
遠
藤
浩
ほ

か
編
『演
習
民
法
債
権
』
一
七
八
頁
、
塩
崎
勤
、
安
永
正
昭
、
後
掲
各
本
件
評
釈。

北法39(3・288)784 

津
守
万
喜
夫
寸
連
帯
保
-
証
人
と
物
上
保
証
人
と
を
兼
ぬ
る
者
の
代
位
弁
済
に
就

て
L

日
本
公
証
人
協
会
雑
誌
一
四
号
二
七
頁
)
、
物
上
保
証
人
た
る
一
人
と
し

て
数
え
る
説
(
第
二
説
。
実
際
に
本
説
を
主
張
す
る
者
は
い
な
い
)
、
そ
の
い
ず

れ
で
あ
る
か
を
代
位
権
者
に
選
択
さ
せ
る
説
(
第
三
説
。
磯
村
哲
編
『
注
釈

民
法
一
一
一
巻
』
一
一
一
五
一
頁
(
石
田
喜
久
夫
執
筆
)
)
に
分
け
ら
れ
る
。

二
人
説
は
、
二
重
資
格
者
を
代
位
割
合
算
定
に
あ
た
っ
て
、
頭
数
二
人

と
し
て
数
え
る
説
で
あ
る
。
二
人
説
は
さ
ら
に
、
保
証
人
た
る
責
任
と
物

上
保
証
人
た
る
責
任
と
を
分
け
て
考
え
る
説

(
第
四
説
。

我
妻
栄
『
新
訂
債

権
総
論
』
二
六

O
頁
、
東
季
彦
、
判
民
昭
和
九
年
度
一
五
四
事
件
、
玉
田
弘
毅
「
代

位
弁
済
に
お
け
る
代
位
資
格
の
重
複
」
民
事
研
修
一
二
三
号
五
頁
)
と
、
二
つ
の

責
任
を
合
わ
せ
て
考
え
る
説
(
第
五
説
。
そ
の
計
算
方
法
に
も
、
二
つ

の
考
え

方
が
あ
る
。
詳
し
く
は
後
掲
表
二
に
示
し
た
二
通
り
の
計
算
を
み
よ
。
も
っ
L
-

も
、
実
際
に
こ
の
説
を
主
張
す
る
者
は
い
な
い
。
)
と
に
分
け
ら
れ
る
。

責
任
競
合
説
は
、
二
重
資
格
者
の
責
任
を
人
的
責
任
と
物
的
責
任
と
に

わ
け
、
二
つ
の
責
任
が
競
合
す
る
と
考
え
る
説
で
あ
る
(
第
六
説
。
「
法
務
の

限
」
金
法
一
一

O
O号
七
八
頁
、
池
田
真
朗
、
後
掲
本
件
評
釈
)
。
す
な
わ
ち
、

二
重
資
格
者
は
、
人
的
責
任
と
し
て
債
権
額
を
共
同
担
保
者
の
頭
数
(
計
算

上
、
人
的
責
任
を
負
担
し
な
い
物
上
保
証
人
を
含
む
)
で
除
し
た
額
を
負
担
す

る
と
同
時
に
、
物
的
責
任
と
し
て
物
上
担
保
提
供
者
の
人
的
責
任
の
合
計



額
を
担
保
物
の
価
格
で
割
付
け
た
額
を
負
担
す
る
と
考
え
る
。

岡
村
説
は
、
保
証
人
と
な
っ
た
後
に
保
証
債
務
の
履
行
確
保
の
た
め
に

物
上
保
証
を
し
た
場
合
に
の
み
一
人
と
し
て
数
え
、
他
の
場
合
に
は
二
人

と
し
て
数
え
る
(
第
七
説
。
岡
村
玄
治
「
代
位
弁
済
の
場
合
真
に
代
位
あ
る
か
」

法
学
新
報
六
七
巻
七
号
六
七
五
頁
)
。

こ
れ
ら
の
七
つ
の
説
の
う
ち
、

本
件
最
高
裁
判
決
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
検
討
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
第
一
説
・
第
四
説
・
第
六
説
に
つ

い
て
、
そ
の
根
拠
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
説
は
、
二
重
資

格
者
は
、
同
一
債
務
の
た
め
に
保
証
人
と
し
て
担
保
に
供
し
て
い
る
財
産

の
一
部
に
つ
き
、
債
権
者
に
優
先
弁
済

権
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
や
、
代

位
割
合
は
頭
数
に
よ
る
平
等
が
原
則
で

あ
り
、
担
保
物
の
価
格
に
よ
る
配
分
的

最高裁判所判例研究

平
等
は
例
外
で
あ
る
こ
と
、
簡
明
に
し

て
か
つ
実
行
性
あ
る
基
準
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
す
る
。
第
四
説
は
、
共
同
担

保
者
の
う
ち
、
債
権
者
に
対
し
て
よ
り

重
い
負
担
を
引
き
受
け
た
者
は
他
の
共

同
担
保
者
に
対
し
て
も
よ
り
重
い
出
指

を
忍
ぶ
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す

る
。
ま
た
、
第
六
説
は
、
二
重
資
格
者
は
原
債
権
者
に
対
し
て
は
人
的
責

任
と
物
的
責
任
と
を
競
合
し
て
負
担
し
て
お
り
、
弁
済
者
が
代
位
す
る
に

際
し
て
も
二
重
資
格
者
は
競
合
し
た
負
担
を
負
う
と
考
え
る
こ
と
が
素
直

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
の
う
ち
第
六
説
に
対
し
て
は
、
求
償
の

方
法
に
よ
っ
て
最
終
的
な
負
担
額
に
差
が
生
じ
う
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る

(
石
田
喜
久
夫
「
他
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
求
償
権
と
代
位
の
関
係
」
金
法
一

一
四
三
号
一
六
頁
)
。
こ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
第
六
説
の
主
張
者
自
ら
予
想

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
物
上
担
保
と
保
証
債
務
と
で
は
そ
の
機
能
効
果

等
を
異
に
す
る
以
上
差
異
が
生
ず
る
の
は
や
む
を
え
な
い
と
す
る
だ
け
で
、

A B C 

第一説 100 100 100 

〔乎〕

第一説 120 80 100 

〔乎〕

300+200 300+200 

第二説 CA=100. B=100)か、 100 
CA=120. B=80)。
C2"-n)通りの組合せ
がある。

第四説 60 60.カドつ 60 

〔乎J.か
乙=48

甲=72

300+200 

3003+00200、J 

第五説 132 108 60 

[60+72J [60十48J 

144 96 60 

3003+00200、J 300+200 

第ノ、説 100 100.まアこ6主 100.まTニ6主

最終的な負
〔乎J.lt:! 

乙=80 120 
担には(2') (300ー 100

通りの組合 甲=120
-80J.または
80 

せがある。
3002+002001 J (300-120 

100J 

3003+00200、J 

人的責任と物的責任は
重なる部分で競合

第七説 保証と物上保証の時期、およびそ
の際の意思によって、第一説か、第
図説と同じになる。

表一

nは二重資格者の数。

北主主39(3・289)785 
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十
分
な
回
答
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
説
明
の
た
め
に
、
債
権
者
を

D
、
主
債
務
者
を

E
と
す
る
三

O

O
万
円
の
債
権
に
つ
き
A
B
C
が
連
帯
保
証
を
し
、
そ
の
う
ち

A
B
は
不

動
産
甲
乙
(
価
格
は
各
々
三

O
O万
円
と
二

O
O万
円
)
を
物
上
担
保
に

提
供
し
て
、
二
重
資
格
者
と
な
っ
て
い
た
事
案
を
考
え
る

o
E
が
無
資
力

と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る

A
B
C
の
負
担
は
、
各
説
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

表
こ
の
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
二
重
資
格
者
の
問
題
を
如
何
に
考
え
る
か
。
共
同
担
保
者

の
負
担
割
合
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
民
法
の
条
文
か
ら
は
、
次
の
三

つ
の
基
準
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

①
代
位
の
方
法
に
よ
っ
て
、
最
終
的
な
負
担
割
合
に
差
を
生
じ
な
い
こ

と
(
民
法
三
九
二
条
、
四
六
五
条
一
項
・
四
四
四
条
)
。

②
物
上
保
証
人
相
互
間
に
つ
い
て
は
、
提
供
担
保
物
の
価
格
に
応
じ
た

負
担
を
負
う
こ
と
(
民
法
五

O
一
条
但
書
四
号
)
。

③
他
の
場
合
は
原
則
と
し
て
平
等
で
あ
る
こ
と
(
民
法
四
五
六
条
・
四

二
七
条
、
五

O
一
条
但
書
五
号
本
文
)
。

こ
の
よ
う
に
、
民
法
は
物
上
保
証
人
相
互
間
に
お
い
て
は
担
保
物
の
価

格
に
応
じ
た
負
担
を
負
う
と
規
定
し
て
い
る
(
五

O
一
条
但
書
四
号
)
。
し

か
し
、
他
の
場
合
(
③
)
の
よ
う
に
平
等
で
は
な
く
担
保
物
の
価
格
に
よ

る
割
付
と
し
た
理
由
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
民
法
が
保
証
人
と
物

上
保
証
人
と
の
負
担
割
合
を
平
等
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
本

件
の
一
審
判
決
(
金
商
七
五
九
号
二
二
頁
)
は
、
保
証
人
が
弁
済
に
十
分

な
資
力
を
有
し
物
上
保
証
人
も
十
分
な
担
保
を
提
供
し
て
い
る
場
合
(
法

は
、
保
証
も
物
上
担
保
も
弁
済
に
十
分
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
み
る
)
に

は
、
両
者
は
実
質
上
平
等
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
、
物
上
保
証
人
間
で
も
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、

負
担
割
合
は
平
等
に
な
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
富
井
政
章
『
民
法
論
綱
人
権
之
部
下
巻
』
二

五
一
頁
が
、
第
三
取
得
者
相
互
間
の
代
位
に
関
し
て
、
「
債
務
ノ
額
ヲ
超
過

シ
タ
ル
価
格
ヲ
有
ス
ル
不
動
産
ハ
其
債
務
ノ
額
ヲ
限
界
ト
シ
テ
要
求
ノ
割

合
ヲ
定
ム
ヘ
キ
ヲ
当
然
ト
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
其
額
以
外
ニ
珍
テ
ハ
寸
分
ノ
負

担
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
手
掛
り
に
し
て
、
次
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

O
O万
円
の
債
権
に
つ
い
て
、

A
B
が
そ
れ
ぞ
れ
六

O
万
円
と
四

O
万
円
の
物
上
担
保
を
提
供
し
て
い
る

場
合
を
考
え
る
。

A
B
の
負
担
額
は
六

O
万
円
と
四

O
万
円
で
あ
る
。
で

は、

A
B
の
提
供
す
る
担
保
物
の
価
格
が
六

O
O
万
円
と
四

O
O万
円
で

あ
っ
た
場
合
は
ど
う
か
。
通
説
は
や
は
り
六

O
万
円
と
四

O
万
円
を
負
担

額
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
者
の
例
で
、
債
権
者
か
ら
請
求
を
受

け
れ
ば

C
D
は
い
ず
れ
も
一

O
O万
円
を
優
先
配
当
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

に
着
目
す
れ
ば
、
負
担
割
合
は
平
等
(
五

O
万
円
ず
つ
)
で
あ
る
と
は
い

北法39(3・290)786 



え
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
共

同
抵
当
に
お
け
る
割
付
の
際
に
基
準
と
な
る
不
動
産
の
価
格
と
は
、
競
売

さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
売
却
代
金
か
ら
手
続
費
用
や
先
順
位
担
保
権
者
へ

「
共
同
抵
当
に
関
す
る
疑
問
」

の
配
当
を
控
除
し
た
額
で
あ
る
(
香
川
保

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四

O
号一

O
頁
、
書
記
官
研
修
所
実
務
研
究
報
告
書
『競
売
事
件

に
お
け
る
配
当
に
関
す
る
研
究
』
九
一頁)。

こ
れ
は
、
当
該
不
動
産
に
つ
い

て
共
同
抵
当
権
者
が
把
握
す
る
担
保
価
値
が
先
順
位
債
権
額
を
控
除
し
た

余
剰
価
値
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
考
え
方
を
一
貫
さ
せ
れ
ば
、

最高裁判所判例研究

共
同
抵
当
権
者
が
把
握
す
る
担
保
価
値
は
債
権
額
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り

え
ず
、
超
過
部
分
は
後
順
位
者
ま
た
は
担
保
提
供
者
が
把
握
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
共
同
抵
当
権
者
が
把
握
す
る
担
保
価
値
が
、

各
不
動
産
の
負
担
基
準
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
な
ら
ば
、
債
権
額
未
満
の
価
格
し
か
な
い
担
保
物
を
提
供
し
て
い
る
物

上
保
証
人
は
、
そ
の
担
保
物
の
価
格
を
限
度
と
す
る
一
部
担
保
を
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
(
結
果
同
旨
、
鈴
木
禄
弥
「
債
務
な
き
責
任
に
つ
い
て
」
法
学

四
七
巻
三
号
二
六
三
頁
)
。
そ
し
て
、
こ
の
一
部
担
保
の
趣
旨
は
、
「
債
務
の

残
額
あ
る
限
り
そ
の
額
ま
で
は
弁
済
の
責
め
に
任
ず
る
」
も
の
と
解
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
(
我
妻
栄

『新
訂
債
権
総
論
』
四
六
七
頁
。
「
債
務
の
残
存

あ
る
限
り
L

と
は
、
主
債
務
者
・
他
の
保
証
人
等
の
弁
済
に
よ
っ
て
、
な
お
残
額

が
あ
る
場
合
を
指
す
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
奥
田
昌
道
『債
権
総
論
下
』

三
九
二
頁
の
注
参
照
)
。

こ
の
よ
う
な
試
論
に
対
し
て
は
、

一
部
保
証
の
場
合
と
は

一
貫
し
な
い

と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
五

O
万
円
の
債
権
に
つ
き
、

全
部
保
証
人
A
、
二

O
万
円
の
一
部
保
証
人

B
、
三

O
万
円
の
一
部
保
証

人
C
が
い
た
場
合
に
、
そ
の
負
担
額
は
そ
れ
ぞ
れ
約
三
一
万
円
(
N
G
+
5

・

ぷ
+
N
0

・
ぷ
)
、
六
万
円

(
N
0

・
ぷ
)
、
二
万
円

(5
・ぷ
十
日
0

・
ぷ
)
に

な
る
(
西
村
信
雄
編
『
注
釈
民
法
一
一
巻
』
一
一
六
一
頁
(
中
川
淳
執
筆
)
。
我
妻

栄
『
新
訂
担
保
物
権
法
』
四
三
九
頁
、
香
川
保
一
寸
共
同
抵
当
に
関
す
る
諸
問
題

(
七
完
)
L

金
法
二
六
六
号
一
入
頁
も
、
共
同
担
保
の
場
合
に
つ
い
て
同
様
の
考
え

方
を
示
す
)
が
、
こ
れ
で
は
、
相
互
の
負
担
割
合
は
五
対
二
対
三
に
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
部
保
証
の
場
合
に
お
け
る
負
担
割

合
の
計
算
方
法
が
お
か
し
い
と
考
え
る
。
保
証
人
が

B
C
だ
け
の
場
合
に

は
、
負
担
額
を
計
算
す
る
さ
い
に
、

B
と
C
の
保
証
部
分
は
重
な
ら
な
い

と
す
る
の
に

(
債
権
者
は
五

O
万
円
全
額
を
B
C
か
ら
取
れ
る
)
、
全
部
保
証

人
A
が
い
れ
ば
、
な
ぜ

B
と
C
の
保
証
部
分
が
重
な
る
こ
と
に
な
る
の
か
O

B
C
し
か
い
な
い
と
き
に
は
負
担
が
二

O
万
と
三

O
万
で
あ
る
な
ら
ば
、

A
が
保
証
し
た
こ
と
に
よ
り
、

B
C
の
負
担
は
、
二
対
三
の
割
合
で
軽
減

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
る
と
、

A
B
C
聞
の
負
担
割
合
は
、

五
対
二
対
三
で
、
物
上
担
保
の
場
合
と
同
じ
結
論
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
件
で
問
題
と
す
る
二
重
資
格
者
の
負
担
割

北法39(3・291)787 
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合
に
つ
い
て
二
人
説
が
い
う
よ
う
に
、
債
権
者
に
対
し
て
よ
り
重
い
責
任

を
負
っ
た
者
は
他
の
共
同
担
保
者
に
対
し
て
も
よ
り
重
い
負
担
を
負
う
と

考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
二
人
説
の
よ
う
に
い
え
る
の
は
、

提
供
す
る
(
人
的
・
物
的
)
担
保
が
債
権
額
の
一
部
し
か
担
保
し
な
い
場
合

に
限
ら
れ
、
二
重
資
格
者
は
債
権
全
額
を
担
保
す
る
以
上
、
提
供
す
る
担

保
の
価
格
の
大
小
は
負
担
額
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
津
守
説
に
対
す
る
の
と
同
様
の

批
判
が
予
想
さ
れ
る
(
注
(
2
)参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
二
重
資
格
者
が
連
帯

保
証
を
し
て
い
た
場
合
は
右
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
て
も
、
普
通
保

証
の
場
合
は
妥
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
普
通
保
証
人
と
し
て
分
別
の
利
益
(
民
法
四
五
六
条
)
に
よ

り
人
的
責
任
を
実
質
的
に
負
担
し
て
い
る
額
と
担
保
物
の
価
格
と
を
足
し

て
、
そ
の
額
が
債
権
額
を
超
え
る
場
合
に
は
通
常
の
連
帯
保
証
人
と
同
様

に
全
部
担
保
者
と
し
て
の
負
担
を
負
い
、
超
え
な
い
場
合
に
は
そ
の
額
を

以
て
一
部
担
保
者
と
し
て
負
担
部
分
を
計
算
す
れ
ば
、
考
え
方
を
一
貫
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
判
決
が
採
用
し
た
第
一
説
と
同
一
の
結

論
と
な
る
。
な
お
、
損
害
保
険
に
お
け
る
同
時
重
複
保
険
に
つ

い
て
同
旨

の
規
定
が
あ
る
こ

と

(
商
法
六
三
二
条
一
項
)
も
試
論
の
理
由
づ
け
と
し

て
挙
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
第
一
類
型
に
関
す
る
以
上
の
よ
う
な
判
例
の
考
え
方
や
学
説

の
議
論
は
第
二
類
型
を
も
射
程
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
判
決
が
出
た
こ

と
に
よ
り
、
二
重
資
格
者
か
ら
後
順
位
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
る
場
合
に
、

不
当
に
担
保
余
力
を
小
さ
く
計
算
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
す
る
者
も

い
る
(
大
西
武
士
、
後
掲
本
件
評
釈
)
。
し
か
し
、
本
件
上
告
理
由
に
お
い
て

X
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
複
数
い
る
物
上
保
証
人
の
一
人
が
さ
ら
に
連
帯

保
証
し
て
二
重
資
格
者
に
な
れ
ば
か
え
っ
て
負
担
を
減
じ
、
他
の
共
同
担

保
者
の
負
担
を
増
加
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
類
型
に

お
い
て
は
法
定
代
位
権
者
の
予
測
が
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
第
一
類
型

と
同
一
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
い
う
法
定
代
位
権
者
の
予

測
と
は
、
共
同
担
保
者
に
と
っ
て
は
、
自
己
と
は
無
関
係
な
行
為
に
よ
り
、

主
債
務
者
が
無
資
力
と
な
っ
た
場
合
の
負
担
割
合
が
増
加
し
な
い
で
あ
ろ

う
と
い
う
予
測
で
あ
り
、
共
同
担
保
者
の
後
順
位
抵
当
権
者
等
に
と
っ
て

は
、
後
順
位
抵
当
権
等
設
定
後
、
自
己
に
優
先
す
る
債
権
へ
の
配
当
額
が

増
加
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
(
と
も
に
、
他
の
共
同
担
保
者
の
資
力
や
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担
保
価
値
の
減
少
か
ら
生
じ
る
負
担
・
配
当
額
の
増
加
は
除
く
)
で
あ
る
。

こ
の
予
測
の
問
患
を
、
判
例
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

第
一
類
型
に
関
す
る
最
判
昭
和
五
九
年
五
月
二
九
日
民
集
三
八
巻
七
号
八

八
五
頁
は
、
共
同
担
保
者
間
で
な
さ
れ
た
負
担
割
合
に
関
す
る
合
意
を
、

物
上
保
証
人
に
対
す
る
後
順
位
抵
当
権
者
に
主
張
し
う
る
と
し
て
い
る
。
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そ
の
理
由
と
し
て
五
九
年
判
決
は
、
先
順
位
抵
当
権
を
設
定
・
公
示
し
て

い
る
以
上
、
後
順
位
抵
当
権
者
は
そ
の
公
示
額
全
額
が
自
己
に
優
先
す
る

こ
と
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
後
順
位
抵
当
権
者
と
債
権
者

や
他
の
共
同
担
保
者
と
の
聞
に
は
、
物
権
変
動
に
お
け
る
よ
う
な
対
抗
関

係
は
存
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
は
、
後
順
位

抵
当
権
設
定
後
に
な
さ
れ
た
負
担
割
合
に
関
す
る
合
意
を
、
後
順
位
抵
当

権
者
に
主
張
し
う
る
と
考
え
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
い

な
ら
ば
、
第
二
類
型
に
お
い
て
二
重
資
格
者
の
負
担
割
合
を
議
論
す
る
実

益
は
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
二
重
資
格
者
に
よ
る
後
順
位

抵
当
権
設
定
後
、
共
同
担
保
者
間
で
そ
の
二
重
資
格
者
の
負
担
割
合
を
一

0
0
%と
す
る
合
意
が
あ
れ
ば
、
後
順
位
抵
当
権
者
は
、
公
示
さ
れ
て
い

る
先
順
位
債
権
額
全
額
に
つ
い
て
優
先
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
設
定
時
に

お
い
て
後
順
位
抵
当
権
者
は
、
先
順
位
で
登
記
さ
れ
て
い
る
債
権
の
全
額

に
つ
い
て
自
己
に
優
先
す
る
こ
と
を
覚
悟
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
重
資

格
者
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
ど
の
説
を
と
る
か
は
、
後
順
位
抵
当
権
者
の

予
測
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
(
他
の
共
同
担
保
者
の
予
測
に
つ

い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
七
八
二
頁
の
上
告
理
由
が
挙
げ
る
例
を
参

照)。こ
の
よ
う
に
、
五
九
年
判
決
の
射
程
が
、
第
二
類
型
に
お
け
る
共
同
担

保
者
間
の
負
担
に
関
す
る
考
究
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
思
う
に
、

共
同
担
保
権
を
設
定
し
必
要
な
対
抗
要
件
を
備
え
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

共
同
担
保
権
者
や
後
順
位
抵
当
権
者
等
は
そ
の
全
額
の
優
先
弁
済
を
甘
受

す
べ
き
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
保
証
人
や
担
保
物
の
担
保
価
値
を
不
当
に

固
定
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
(
こ
の
こ
と
は
、
共
同
抵
当
に
関
す
る
三
九

二
条
の
説
明
に
さ
い
し
て
い
わ
れ
る
。
柚
木
馨
『
担
保
物
権
法
(
旧
版
)
』一
一一一一一一

頁
、
我
妻
栄

『新
訂
担
保
物
権
法
』
四
二
六
頁
)
。
こ
れ
に
類
似
し
た
考
え
方

は
、
民
法
五

O
四
条
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
法
定

代
位
権
者
の
求
償
権
に
対
す
る
期
待
を
保
護
し
て
い
る
。
同
条
の
精
神
を

類
推
す
れ
ば
、
共
同
担
保
者
や
後
順
位
抵
当
権
者
等
が
、
そ
の
予
測
に
反

す
る
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
同
条
は

債
権
者
を
害
し
な
い
た
め
に
、
要
件
と
し
て
「
担
保
の
滅
失
減
少
」
、
「
債

権
者
の
故
意
慨
怠
L

、
お
よ
び
効
果
と
し
て
「
責
め
を
免
れ
る
L

と
規
定
し

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
類
推
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
債
権
者
を

害
す
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
理
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
法
定
代
位
権
者
の
予
測
は
常
に
保
護
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
第
二
類
型
に
お
い
て
二
重
資
格
者
の
問
題
を
議
論

す
る
実
益
が
生
ま
れ
、
か
つ
問
題
の
所
在
は
第
一
類
型
と
同
一
に
な
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
類
型
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
本

件
判
決
の
射
程
は
及
ば
せ
て
も
よ
い
と
い
え
る
。
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最
後
に
、
本
件
で
は
不
動
産
丙
丁
に
対
す
る
根
抵
当
権
が
債
権
者
G

に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

X
は
G
の
担
保
保
存
義
務

違
反
(
民
法
五

O
四
条
)
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
本
件
主
債
務
は
銀
行
取
引
債
務
で
あ
る
か
ら
、
担
保
保
存
義
務
免

除
特
約
が
結
ぼ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
(
銀
行
取
引
約
定
書
保
証
条
項

第
二
項
)
。
し
か
し
、
最
近
高
裁
段
階
で
は
あ
る
が
こ
の
免
除
特
約
を
無
効

と
す
る
判
決
が
で
て
お
り
(
東
京
高
判
昭
和
五
四
年
三
月
一
一
六
日
判
時
九
二
六

号
五
八
頁
、
福
岡
高
判
昭
和
五
九
年
四
月
二
六
日
一
一
四
三
号
九
三
頁
)
、

こ
の

点
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四

(1
)
 塚
原
調
査
官
の
後
掲
解
説
は
、
昭
和
五

O
年
福
岡
高
判
を
、
物
上

保
証
人
た
る
一
人
と
し
て
数
え
た
説
に
分
類
す
る
。
し
か
し
、
同

判
決
の
事
案
は
二
重
資
格
者
一
人
、
連
帯
保
証
人
四
人
の
事
案
で

あ
り
、
昭
和
九
年
大
判
と
同

一
の
事
案
に
分
類
す
る
の
が
妥
当
で

は
な
い
か
。

(2
)
 津
守
説
は
、
塚
原
調
査
官
の
解
説
で
は
、
独
立
し
た
説
に
分
類
さ

れ
る
が
(
大
西
武
士
、
鈴
木
正
和
、
各
原
判
決
評
釈
も
同
様
)
、
第

一
説
に
分
類
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
説
は
、
物
上
保
証
人
と

し
て
の
有
限
責
任
は
連
帯
保
証
人
と
し
て
の
無
限
責
任
に
吸
収
さ

れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
普
通
保
証
を
な
し

(3
)
 た

二
重
資
格
者
は
分
別
の
利
益
(
民
法
四
五
六
条
〉
が
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
保
証
人
た
る
一
人
と
し
て
数
え
る
根
拠
に
欠
け
る
と
批
判

さ
れ
て
い
る
(
小
川
英
明
、
前
掲
一
八
五
頁
)
。
し
か
し
こ
の
点
は

ど
う
あ
れ
、
普
通
保
証
を
し
た
二
重
資
格
者
は
二
人
と
数
え
る
こ

と
を
津
守
説
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
は
読
み
取
れ
な
い
か
ら
、

根
拠
に
薄
弱
な
点
は
あ
る
も
の
の
第
一
説
と
し
て
分
類
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
(
安
永
正
昭
、
後
掲
本
判
決
評
釈
は
伺
旨
か
)
。

近
藤
英
吉
ほ
か
『
註
釈
日
本
民
法
債
権
編
総
則
下
巻
』
二
四
二
頁

(
柚
木
馨
執
筆
)
、
柚
木
馨
「
判
例
を
中
心
と
す
る
代
位
弁
済
論
L

『
神
戸
商
業
大
学
創
立
三
十
周
年
記
年
論
文
集
』
六
六
七
頁
は
、

二
重
の
負
担
を
負
う
二
重
資
格
者
は
、
よ
り
多
く
の
保
護
を
受
け
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る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
第
三
説
を
主
張
す
る
(
た
だ

し
選
択
権
は
二
重
資
格
者
に
与
え
る
)
。

こ
の
理
由
づ
け
は
、
債
権

者
に
対
す
る
責
任
の
重
さ
と
共
同
担
保
者
聞
に
お
け
る
負
担
の
重

さ
を
反
比
例
さ
せ
(
二
人
説
は
両
者
を
比
例
さ
せ
る
)
、
二
重
資
格

者
は
債
権
者
に
対
し
て
重
い
責
任
を
引
受
け
た
の
だ
か
ら
、
求
償

関
係
に
お
い
て
は
よ
り
広
く
代
位
を
認
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
こ

と
に
基
づ
く
。
こ
の
よ
う
に
柚
木
説
と
二
人
説
と
で
相
反
す
る
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
原
因
は
、
右
の
二
つ
の
重
さ
の
関
係
を
説
明

す
る
際
に
着
目
す
る
条
文
が
異
な
る
(
柚
木
説
は
民
法
五

O
一
条
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但
書
一
号
二
号
、
二
人
説
は
三
九
二
条
、
五

O
一
条
但
書
三
号
四

号
)
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
三
取
得
者
に
対
す
る
関
係
で

保
証
人
が
保
護
さ
れ
て
い
る
理
由
を
柚
木
説
は
誤
解
し
て
お
り
、

こ
の
誤
解
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
右
の
よ
う
な
説
明
は
成
り
立
た
な

い
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
結
論
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。

(ぬ
)

こ
の
ほ
か
、
塚
原
調
査
官
の
解
説
で
は
、
二
重
資
格
者
に
つ
い
て

代
位
の
法
律
関
係
を
二
重
に
想
定
す
る
こ
と
は
代
位
の
法
律
関
係

を
よ
り
複
雑
に
す
る
、
と
の
批
判
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
そ
の
具
体
的
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
と
の
意
見
が
研

究
会
の
席
上
で
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
右
の
批
判
が
、
法
律
関

係
が
複
雑
に
な
っ
た
結
果
、
負
担
割
合
を
算
定
す
る
計
算
が
難
し

く
な
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
負
担
が
画
一
的
に
決
ま
り
さ

え
す
れ
ば
問
題
は
な
い
と
再
批
判
で
き
る
し
、
担
保
物
の
評
価
作

業
と
い
う
手
聞
が
か
か
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
衡
平
の
た

め
に
価
格
に
よ
る
按
分
を
基
準
と
し
た
法
文
を
無
視
す
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
法
律
関
係
の
複
雑
化
が

ど
の
よ
う
な
実
害
を
及
ぼ
す
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

(4
)
 
こ
の
記
述
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ア
ド
の
註
釈
に
し
た
が
っ
た
も
の
で

あ
る
。
同
ν
叶o-
巾
円
借
(
リ
0仏
巾
円
一〈同
]匂
C
C
門
]
吋
ヨ
立
門
巾
巳
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0
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ロ
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0
5
5巾
三
回
一
月
・
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N

ロO
C
〈巾

-
Z
E・ロ
。印ω少

℃・

8
∞
・
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
は
民
法
起
草
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
学
説
の
議
論
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〈
O

山、.

。何?白
O
只
)
を
白
何
咽
(
リ
O
C
H
-
印
仏
内
山
口
0
己巾

Z
白℃
O
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o
ロ・円
-
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叶
コ
。∞
g
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〉
日
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4
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p
c
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骨
骨
O
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〈
回
二
円
山
口
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回
目
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寸
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忠
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ω
N
H
h
F
J
h
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ω〉Z
叶
何
回
目
何
・
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O
Z
叶印白口白]可円一心
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仏巾
h
c
門凶巾
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〈
己
・
一
日
ロ
o
H

u

叶
σ一印
・
ヨ
臥
只
一
門
)
O
Z
百
口
問

C
E
〈〉回目

F
ロ

oz

匂円
m

山口門
m巾
即

己

ロ

-HU
・
]
S
H
ω
-
N
h
m

(5
)

弁
済
に
よ
る
代
位
と
保
険
代
位
と
の
聞
に
類
似
性
を
み
い
だ
し

う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
寺
田
正
春
「
弁
済
者
代
位
制
度
論
序
説

付
」
法
学
雑
誌
二

O
巻
一
号
六
八
頁
が
指
摘
し
て
い
る
。

(6
)

佐
久
間
弘
道
「
物
上
保
証
人
と
共
同
抵
当
権
者
と
の
聞
の
代
位

権
不
行
使
特
約
の
物
上
保
証
人
所
有
不
動
産
上
の
後
順
位
抵
当
権

者
に
対
す
る
効
力
」
手
研
三
八
四
号
二
一
真
は
、
民
法
五

O
四
条

の
代
わ
り
に
信
義
則
を
用
い
て
処
理
し
て
い
る
。
ま
た
同
論
文
で

は
、
後
順
位
担
保
権
者
の
予
測
を
保
護
し
え
な
い
場
合
(
主
債
務

者
が
物
上
保
証
人
に
対
す
る
債
権
を
以
て
物
上
保
証
人
が
取
得
し

た
求
償
権
と
相
殺
し
た
場
合
、
物
上
保
証
人
設
定
の
後
順
位
抵
当

権
者
は
求
償
権
に
物
上
代
位
し
て
他
の
担
保
か
ら
弁
済
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
)
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

北法39(3・295)791 



判例研究

も
っ
と
も
、
寺
田
正
春
、
前
掲
付
法
学
雑
誌
二

O
巻
一
号
五
二

頁
、
間
口
法
学
雑
誌
二

O
巻
二
号
二
二
一
頁
は
、
担
保
保
存
義
務

の
沿
革
を
検
討
さ
れ
た
う
え
で
、
法
定
代
位
権
者
の
範
聞
と
担
保

保
存
義
務
を
主
張
し
う
る
者
の
範
聞
と
が
一
致
す
る
と
考
え
る
こ

と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

(7
)
 な

お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
塚
原
朋
一
一
調
査
官
の
解
説
(
ジ
ュ
リ

ス
ト
八
七
八
号
六

O
頁
)
の
ほ
か
に
、
岩
城
謙
二
教
授
(
法
令
ニ
ュ
ー

ス
四
七

一
号
三
九
頁
)
、
堀
内
仁
氏

(手
研
三
九
三
号
四

O
頁
)
、
大

一
二
頁
)
、
池
田
真
朗
助
教

西
武
士
教
授
(
銀
行
実
務
一
七
巻
五
号
一

授
(
法
セ
ミ
三
八
九
号
一
二
ハ
頁
)
、
安
永
正
昭
教
授
(
金
法
一
一
五

二
号
六
頁
)
、
石
田
喜
久
夫
教
授
(
ジ

ュ
リ
ス
ト
八
八
七
号
七
六
頁
)
、

塩
崎
勤
判
事
(
金
法
一
二
ハ

O
号
一
六
頁
)
、
森
井
英
雄
氏
(
判
タ
六

四
三
号
八
二
頁
)
、
東
法
子
氏
(
手
研
四

O
三
号
三
四
頁
)
、
寺
田
正

春
教
授
(
判
例
セ

レ
ク
ト
訂
)
の
評
釈
等
が
あ
る
。
ま
た
、
原
判
決

に
つ
い
て
は
、
吉
原
省
三
氏
(
金
法
一

O
O
三
号
四
頁
)、
鈴
木
正
和

氏

(手
研
三
三
三
号
三

O
頁
)
、
橋
本
恭
宏
講
師

(明
治
大
学
短
期
大

学
部
紀
要
三
二
号
九
三
頁
、
ロ

l

・
ス
ク
ー
ル
四
九
号
一
二
四
頁
)
、

榎
本
恭
博
判
事
(
金
法
一

O
二
五
号
一
四
頁
)
、
三
和
一
博
教
授
(
法

時
五
五
巻
八
号
一
四

O
頁
)
、
安
永
正
昭
教
授
(
判
時
一

O
八
五
号
一

八
一
頁
)
、
石
外
克
喜
教
授
(
判
タ
五

O
五
号
七
五
頁
)
の
評
釈
等
が

あ
る
。
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脱
稿
後
、
沖
野
員
己
氏
の
研
究
(
法
協
一

O
五
巻
七
号
九
九
六

頁
)
に
接
し
た
。
同
研
究
で
は
、
判
旨
の
い
う

「負
担
割
合
決
定
基
準
の

簡
明
さ
」
に
つ

い
て
、
「
簡
明
さ
の
要
請
も
ま
た
五

O
一
条
の
要
求
す
る
と

こ
ろ
L

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
「
簡

明
さ
」
を
、
代
位
の
方
法
に
よ
っ
て
最
終
的
な
負
担
割
合
に
差
を
生
じ
な

い
こ
と
の
意
味
に
理
解
す
れ
ば
、
た
し
か
に
寸
簡
明
さ
」
は
法
律
上
保
護

さ
る
べ
き
利
益
と
な
っ
て
い
る

(
前
述
七
八
六
百
こ
。
し
か
し
、

「
簡
明
さ
」

を
、
負
担
割
合
を
算
出
す
る
計
算
の
簡
単
さ
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、こ

の
意
味
で
の
「
簡
明
さ
」

は
法
文
上
か
ら
は
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

あ
る
い
は
こ
れ
以
外
の
意
味
で
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

附
記


